
第７期神戸市介護保険事業計画策定に
向けての実態調査結果（概要）

施設入所者調査
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定員数

特別養護老人
ホ ー ム 老 人 保 健 施 設 介 護 療 養 型

医 療 施 設 特 定 施 設
サービス付き高齢
者 向 け 住 宅

グループホーム

施設数
（回答数）

８０施設 ４３施設 ５施設 ７４施設 ４８施設 ８６施設

定員数 ４，８０７人
一般棟 ３，０２８人
専門棟 １，２１７人

計 ４，２４５人
２７０人 ５，８１１人 １，４４０人 １，６２４人

１施設あたり
平均※ ６０．９人 ９７．０人 ５４．０人 ７８．５人 ３３．５人 １８．９人
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※「１施設あたり平均」は、定員数の設問に回答があった施設の平均。

申込者数

特別養護老人
ホ ー ム 老 人 保 健 施 設 介 護 療 養 型

医 療 施 設 特 定 施 設
サービス付き高齢
者 向 け 住 宅

グループホーム

施設数
（回答数）

８０施設 ４３施設 ５施設 ７４施設 ４８施設 ８６施設

申込者数（※1）

（うち神戸市
在住者）

７，８９５人
（６，２２１人）

７３人
（５９人）

１６人
（１０人）

２２８人
（１８５人）

１２５人
（９８人）

２４６人
（２３９人）

１施設あたり
平均(※2)

（うち神戸市
在住者）

１２９．４人
（１０３．７人）

２．１人
（１．７人）

４．０人
（３．３人）

３．５人
（２．８人）

３．０人
（２．５人）

３．５人
（３．４人）
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※1：回答施設の申込者数の合計。複数施設への申込者は重複してカウント。
※2：「１施設あたり平均」は、申込者数の設問に回答のあった施設の平均。



23%

16%

0%

9%

10%

8%

11%

1%

1%

8%

15%

18%

18%

5%

20%

1%

13%

16%

24%

26%

27%

5%

11%

12%

28%

36%

28%

42%

12%

10%

16%

32%

18%

52%

9%

7%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

特定施設

サービス付き高齢者向け住宅

グループホーム

自立 要支援 1 要支援 2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

入所者の要介護度
前回調査と比較すると、特別養護老人ホーム（以下「特養」）では、要介護４が４ポイント増
加している。要介護１・２は、入所基準の変更に伴い減少している。介護老人保健施設（以
下「老健」）は概ね前回調査と同じ状況。
特定施設、サービス付き高齢者向け住宅（以下「サ高住」）には、自立の方が約２割おられ
る。

N=3,818
n=3,699

N=208
n=208

N=1,566
n=1,534

N=1,582
n=1,558
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N=4,608
n=4,586

N=5,019
n=5,014

入所者の要介護度

25% 10% 9%

3%

7%

1%

15%

10%

20%

1%

12%

25%

25%

5%

10%

32%

28%

29%

10%

31%

19%

63%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

特定施設等

自立 要支援 1 要支援 2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

n=4,529

n=3,923

n=585

n=5,598

参考：平成25年度調査
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退所・退院者の入所・入院期間の変化

6%

21%

20%

16%

13%

17%

25%

35%

60%

59%

54%

62%

59%

40%

20%

19%

8%

9%

6%

5%

5%

23%

8%

4%

2%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

特定施設

サービス付高齢者向け住宅

グループホーム

長くなっている 変わらない 短くなっている 平成27年4月以降に開設した
施設であるので比較できない

無回答

2～3年前と比較した退所・退院者の平均入所・入院期間をたずねたところ、前回調査と比較し
て、特養では、「長くなっている」が３ポイント減少し、「短くなっている」が２７ポイント増加してい
る。老健では、「長くなっている」が５ポイント増加している。

N=5

N=74

N=48
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N=86

N=43

N=80

退所・退院者の入所・入院期間の変化

9%

16%

18%

54%

38%

64%

32%

38%

18%

3%

7%

3%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

長くなっている
変わらない
短くなっている
平成25年4月以降に開設した施設であるので比較できない
無回答

N=78

N=45

N=11

参考：平成25年度調査
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4.2%

3.7%

1.4%

3.7%

4.0%

2.4%

4.6%

4.5%

2.4%

1.6%

5.0%

1.7%

1.1%

1.4%

0.8%

4.1%

5.2%

2.2%

1.0%

1.0%

1.3%

1.1%

3.7%

1.2%

1.6%

2.0%

1.7%

0.0% 2.5% 5.0% 12.5% 25.0%

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

特定施設

褥瘡処理

浣腸・摘便

導尿・膀胱留置カテーテル

喀痰吸引

インスリン注射・血糖測定

経管栄養療法

胃ろう

酸素療法

脱水などに対する一時的点滴

ペースメーカー

N=4,807

N=4,245

11.8%

20.7%

6.6%

医療ケアの状況
（医療を必要とする入所者の比率）

ⅰ）特養では、「浣腸・摘便」11.8％、「喀痰吸引」4.6％、「褥瘡処理」4.2％の順に多くなっている。
ⅱ）老健では、「浣腸・摘便」20.1％、 「胃ろう」 5.0%、「インスリン注射・血糖測定」5.2％の順に多くなっている。
ⅲ）特定施設では、「浣腸・摘便」6.0％、「喀痰吸引」・「導尿・カテーテル」2.4％の順に多くなっている。
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N=5,811

2.1%

1.8%

4.3%

3.9%

1.7%

1.1%

1.9%

0.4%

1.9%

1.4%

1.2%

0.1%

1.3%

0.1%

2.4%

0.4%

2.1%

1.5%

1.4%

1.8%

0.0% 2.5% 5.0%

サービス付き高齢者向け住宅

グループホーム

褥瘡処理

浣腸・摘便

導尿・膀胱留置カテーテル

喀痰吸引

インスリン注射・血糖測定

経管栄養療法

胃ろう

酸素療法

脱水などに対する一時的点滴

ペースメーカー

N=1,440

N=1,624

医療ケアの状況
（医療を必要とする入所者の比率）
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医療ケアの状況
（医療を必要とする入所者の比率）

3.4%

2.7%

1.6%

14.6%

17.3%

6.6%

3.3%

4.1%

2.2%

6.1%

4.5%

2.1%

1.9%

8.1%

1.9%

1.5%

1.1%

1.8%

5.5%

4.8%

2.3%

0.8%

0.9%

1.2%

2.6%

3.9%

1.2%

1.5%

2.3%

1.5%

0.0% 2.5% 5.0% 7.5% 10.0% 12.5% 15.0% 17.5%

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

特定施設等

褥瘡処理

浣腸・摘便

導尿・膀胱留置カテーテル

喀痰吸引

インスリン注射・血糖測定

経管栄養療法

胃ろう

酸素療法

脱水などに対する一時的点滴

ペースメーカー

N=2,140

N=2,257

N=3,455

参考：平成25年度調査
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職員の充足状況（正規職員）

31%

21%

40%

26%

14%

46%

51%

40%

31%

31%

15%

28%

43%

50%

4% 4%

20%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特別養護老人ホーム<正規職員>

介護老人保健施設＜正規職員＞

介護療養型医療施設＜正規職員＞

特定施設<正規職員>

グループホーム＜正規職員＞

大いに不足 不足 適当 過剰 わからない 無回答

「大いに不足」「不足」を合わせた割合は、特養77％（61％）、老健72％（40％）、特定施設
57％、グループホーム45％となっている。
特に特養においては、前回調査では「大いに不足」は3％であったが、今回は31％となる一方、
「適当」が前回調査と比べて17％減少している。

特別養護老人ホーム：N=80、介護老人保健施設：N=43、介護療養型医療施設：N=5、特定施設等：N=74
グループホーム：N=86
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職員の充足状況（非正規職員）

18%

7%

11%

13%

51%

35%

40%

38%

37%

21%

47%

38%

33%

3%

2%

20%

3%

8%

9%

40%

12%

13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特別養護老人ホーム＜非正規常勤職員＞

介護老人保健施設＜非正規常勤職員＞

介護療養型医療施設＜非正規常勤職員＞

特定施設＜非正規常勤職員＞

グループホーム＜非正規常勤職員＞

大いに不足 不足 適当 過剰 わからない 無回答

「大いに不足」「不足」を合わせた割合は、特養69％（48％）、老健42％（33％）、特定施設等
49％（29％）、グループホーム50％となっている。

特別養護老人ホーム：N=80、介護老人保健施設：N=43、介護療養型医療施設：N=5、特定施設等：N=74
グループホーム：N=86
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職員の充足状況

3%

7%

7%

5%

3%

58%

33%

55%

29%

43%

33%

26%

32%

51%

45%

51%

38%

50%

45%

34%

4%

4%

2%

3%

2%

4%

2%

12%

9%

4%

4%

13%

10%

1%

45%

30%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特別養護老人ホーム<正規職員>

介護老人保健施設＜正規職員＞

介護療養型医療施設＜正規職員＞

特定施設＜正規職員＞

特別養護老人ホーム＜非正規常勤職員＞

介護老人保健施設＜非正規常勤職員＞

介護療養型医療施設＜非正規常勤職員＞

特定施設＜非正規常勤職員＞

大いに不足 不足 適当 過剰 わからない 無回答

特別養護老人ホーム：N=78、介護老人保健施設：N=45、介護療養型医療施設：N=11、特定施設等：N=92

参考：平成25年度調査
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78.8%

22.5%

46.3%

51.3%

46.3%

13.8%

22.5%

31.3%

21.3%

18.8%

58.8%

60.0%

23.8%

81.3%

21.3%

18.8%

0.0%

3.8%

67.4%

23.3%

51.2%

41.9%

48.8%

4.7%

27.9%

34.9%

18.6%

20.9%

53.5%

55.8%

16.3%

69.8%

23.3%

20.9%

2.3%

2.3%

62.2%

18.9%

44.6%

36.5%

45.9%

12.2%

21.6%

35.1%

18.9%

20.3%

59.5%

51.4%

20.3%

79.7%

20.3%

27.0%

0.0%

2.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学校、学生、保護者等に対するイメージアップを図る取り組み

介護職員の労働条件などの公表を推奨

介護分野に特化した就職フェア等の取り組み

潜在的有資格者等の再就業を促進するための研修等実施

職員に対する研修の受講支援

神戸市高齢者介護士認定制度を推進するための取組・支援

法人の枠を超えた情報交換や研修等の実施の推進

介護福祉士の資格取得後のキャリアパスの確立

介護キャリア段位制度などを活用したOJT研修の促進

事業者の人材マネジメント能力強化のための取り組みの推進

介護職員の負担軽減（介護職員の腰痛予防等）の促進

介護福祉機器の導入に対する助成金充実

ICTを活用した情報連携の推進・業務の効率化

介護報酬の改定を通じた介護職員の更なる処遇改善

事業者による処遇改善の取り組みの推進

施設長や人事労務管理者などに対する人事労務研修の実施

特にない

その他

特別養護老人ホーム

老人保健施設

特定施設

介護人材確保・育成に対する行政への期待（１）
介護人材の確保・育成について、行政・事業者団体に期待することは何かをたずねたところ、「学校、学生、保護
者等に対する介護職のイメージアップを図る取り組みの推進」、「就職フェア等の取り組み」、「介護職員の負担軽
減（腰痛予防等）の促進」、「介護福祉機器の導入などに対する助成金充実」、「介護報酬の改定を通じた更なる処
遇改善」の回答が多くなっている。
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45.8%

16.7%

27.1%

29.2%

33.3%

10.4%

20.8%

16.7%

4.2%

12.5%

20.8%

18.8%

4.2%

56.3%

14.6%

10.4%

2.1%

0.0%

54.7%

24.4%

33.7%

44.2%

40.7%

5.8%

26.7%

25.6%

17.4%

17.4%

43.0%

36.0%

10.5%

89.5%

22.1%

19.8%

0.0%

4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学校、学生、保護者等に対するイメージアップを図る取り組み

介護職員の労働条件などの公表を推奨

介護分野に特化した就職フェア等の取り組み

潜在的有資格者等の再就業を促進するための研修等実施

職員に対する研修の受講支援

神戸市高齢者介護士認定制度を推進するための取組・支援

法人の枠を超えた情報交換や研修等の実施の推進

介護福祉士の資格取得後のキャリアパスの確立

介護キャリア段位制度などを活用したOJT研修の促進

事業者の人材マネジメント能力強化のための取り組みの推進

介護職員の負担軽減（介護職員の腰痛予防等）の促進

介護福祉機器の導入に対する助成金充実

ICTを活用した情報連携の推進・業務の効率化

介護報酬の改定を通じた介護職員の更なる処遇改善

事業者による処遇改善の取り組みの推進

施設長や人事労務管理者などに対する人事労務研修の実施

特にない

その他

サービス付き高齢者向け住宅

グループホーム

介護人材確保・育成に対する行政への期待（２）
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介助用リフトや介護ロボットの使用状況

25.0%

23.3%

21.6%

8.3%

3.5%

28.8%

37.2%

20.0%

31.1%

16.7%

14.0%

40.0%

39.5%

80.0%

47.3%

72.9%

80.2%

6.3%

2.1%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

特定施設

サービス付き高齢者向け住宅

グループホーム

使用している 使用していないが、導入を検討している
使用していないし、導入も検討していない 無回答

「使用している」と回答したのは、特養25.0％、老健23.3％、特定施設21.6％、サ高住
8.3％、グループホーム2.9％となっている。サ高住、グループホームでは、「導入も検討し
ていない」が、それぞれ72.9％、80.2％と高くなっている。

N=80

N=43

N=5

N=74

N=48

N=86
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31.3%

35.3%

45.7%

34.3%

56.5%

9.4%

5.9%

2.9%

2.9%

13.0%

28.1%

41.2%

5.7%

5.7%

17.4%

28.1%

35.3%

34.3%

11.4%

18.8%

15.6%

11.8%

22.9%

51.4%

24.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

特定施設

サービス付き高齢者向け住宅

グループホーム

機器を購入する予算がない 使い方がよくわからないので、不安がある
機器を使うとかえって手間がかかり、効率が悪い 機器で人を扱うことに抵抗がある
その他

介助用リフトや介護ロボットを使用しない理由
介助用リフトや介護ロボットの導入を検討していないと回答した事業者に対し、その理由をたずねたところ、「機
器を購入する予算がない」が、特養31.3％、老健35.3％、特定施設45.7％、サ高住34.3%、グループホーム
56.5％と多くなっている。特養と老健では、「機器を使うとかえって手間がかかり、効率が悪い」も、特養28.1%、
老健41.2％と多くなっている。

N=80
n=32

N=43
n=17

N=74
n=35

N=48
n=35

N=86
n=69
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65.0%

61.3%

70.0%

53.8%

47.5%

0.0%

11.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

入所申込みが少なくなった

介護技術や知識の必要性が高くなった

医療的ケアの必要性が高くなった

処遇困難なケースが増えた

介護職員の確保が必要になった

指針改正による状況の変化は感じられない

その他

系列 1

特別養護老人ホーム入所指針改正の影響
平成27年４月から特別養護老人ホームの入所基準が、原則、要介護３以上となったことへの影響をたずねたと
ころ、「医療的ケアの必要性が高くなった」が70.0％と最も多く、次いで「入所申し込みが少なくなった」65.0％、
「介護技術や知識の必要性が高くなった」61.3％、「処遇困難なケースが増えた」53.8％、「介護職員の確保が必
要になった」47.5％の順に多くなっている。「指針改正による状況の変化は感じられない」と回答した法人はな
かった。
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51.3%

18.8%

45.0%

16.3%

71.3%

33.8%

8.8%

13.8%

12.5%

3.8%

41.9%

14.0%

18.6%

4.7%

60.5%

20.9%

0.0%

18.6%

23.3%

9.3%

48.6%

2.7%

5.4%

5.4%

43.2%

25.7%

0.0%

4.1%

8.1%

21.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日常的に行われているレクリエーション等の指導、参加支援

施設でのお茶だし、食堂内の配膳・下膳などの補助

喫茶コーナーなどの運営補助

散歩、外出、館内移動の補助

イベント等の手伝い（会場設営、芸能披露など）

話し相手

洗濯物たたみ

その他施設職員と共に行う軽微かつ補助的な活動

その他

ボランティアはいない

特別養護老人ホーム

老人保健施設

特定施設

ボランティア活動（１）
いずれの施設等においても、「日常的に行われているレクリエーション等の指導、参加支援」「イベント等の手伝
い」が多くなっている。特養では、「施設でのお茶だし、食堂内の配膳・下膳などの補助」「喫茶コーナーなどの運営
補助」「散歩、外出、館内移動の補助」「話し相手」が他の施設等より多くなっている。
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14.6%

6.3%

8.3%

2.1%

20.8%

8.3%

4.2%

6.3%

10.4%

62.5%

30.2%

3.5%

2.3%

3.5%

47.7%

16.3%

3.5%

2.3%

15.1%

23.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

日常的に行われているレクリエーション等の指導、参加支援

施設でのお茶だし、食堂内の配膳・下膳などの補助

喫茶コーナーなどの運営補助

散歩、外出、館内移動の補助

イベント等の手伝い（会場設営、芸能披露など）

話し相手

洗濯物たたみ

その他施設職員と共に行う軽微かつ補助的な活動

その他

ボランティアはいない

サービス付き高齢者向け住宅

グループホーム

ボランティア活動（２）
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